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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年6月7日(2017.6.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の酸化ケイ素を含んでいる連続シェルＥＥｘｔから構成され、該シェル
ＥＥｘｔは少なくとも１種の脂肪相を封じ込めている、１μｍ～１ｃｍにわたって変化す



(2) JP 2015-523357 A5 2017.7.20

る直径を有する固体粒子の形態の材料であって、
該脂肪相が、該材料の貯蔵温度で固体であり、１００℃未満の融点（ＴＭ）を有する結晶
化可能オイルを該脂肪相の重量に対して５０％～９９．９重量％含み、
該脂肪相は、少なくとも１種の親油性目的物質ＳＬと、少なくとも１種の酸化ケイ素から
構成され、少なくとも１種の親水性目的物質ＳＨを含んでいる水相を封じ込めている、連
続シェルＥＩｎｔを含む少なくとも１種の内包物と、を含むことを特徴とする材料。
【請求項２】
　前記結晶化可能オイルが、天然または合成に由来する脂肪物質および脂肪物質の混合物
から選択され、その融点が１５℃より大きいという点で特徴付けられる、請求項１に記載
の材料。
【請求項３】
　前記結晶化可能オイルが、パラフィンろう、トリグリセリド類、脂肪酸類、ロジン類、
ワックス類、水添植物油類およびそれらの混合物、合成ビチューメン、ならびにそれらの
混合物から選択されるという点で特徴付けられる、請求項１～２のいずれか１項に記載の
材料。
【請求項４】
　球状の粉末または実質的に球状の粒子の形態で提供されるという点で特徴付けられる、
請求項１～３のいずれか１項に記載の材料。
【請求項５】
　前記シリカシェルＥＥｘｔが０．１～２μｍの厚みを有するという点で特徴付けられる
、請求項１～４のいずれか１項に記載の材料。
【請求項６】
　前記シリカシェル（単数または複数）ＥＩｎｔが０．１～１μｍで変化する厚みを有す
るという点で特徴付けられる、請求項１～５のいずれか１項に記載の材料。
【請求項７】
　前記シェルＥＥｘｔおよび／またはＥＩｎｔがさらに、式ＭｅＯ２の１つ以上の金属酸
化物を含み、ここでＭｅがＺｒ、Ｔｉ、Ｔｈ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｖ、ＷおよびＡｌから選択さ
れる金属であるという点で特徴付けられる、請求項１～６のいずれか１項に記載の材料。
【請求項８】
　前記目的物質が、医薬、化粧品に用いられ得る有効成分、化学反応体、色素、顔料およ
びインクから選択されるという点で特徴付けられる、請求項１～７のいずれか１項に記載
の材料。
【請求項９】
　前記目的物質ＳＬ（単数または複数）が、前記脂肪相の総重量の０．００１％～５０重
量％であることによって特徴付けられる、請求項１～８のいずれか１項に記載の材料。
【請求項１０】
　前記目的物質ＳＨ（単数または複数）が、前記脂肪相内に存在する内包物（単数または
複数）中に存在する水相の総重量の０．００１％～５０重量％であることによって特徴付
けられる、請求項１～９のいずれか１項に記載の材料。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の材料の調製のためのプロセスであって、以下の
工程を含んでいるという点で特徴付けされる、プロセス：
　１）１００℃未満の融点ＴＭを有する固体結晶化可能オイルを５０％～９９．９重量％
含んでいる脂肪相を、結晶化可能オイルが液状で得られるような、融点ＴＭより大きい温
度ＴＣＯにする第一工程；
　２）液状の前記脂肪相中に、少なくとも１種の親油性目的物質（ＳＬ）および固体コロ
イド粒子Ｐ１を組み込む第二工程；
　３）液状の前記脂肪相を、事前にＴＭより大きい温度ＴＡＰ１にさせた、少なくとも１
種の親水性目的物質（ＳＨ）を含んでいる第一の水相（ＡＰ１）と接触させる第三工程
　４）液体状態の連続脂肪相に分散された水相の液滴で形成され、固体コロイド粒子Ｐ１
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が前記連続脂肪相と水相ＡＰ１の分散液滴との間に形成される界面に存在する油中水型（
Ｗ／Ｏ）エマルジョンを得るために、前記第三工程から生じる液体混合物を機械的撹拌に
供する第四工程；
　５）上記の前段の工程で得られた前記Ｗ／Ｏエマルジョンを、事前にＴＭより大きい温
度ＴＡＰ２にされ、さらに、固体コロイド粒子Ｐ２を含んでいる第二の水相（ＡＰ２）に
、第二の水相の重量に対して多くとも２０重量％であるように添加する第五工程；
　６）液状の脂肪相の液滴を含んでいる連続水相（ＡＰ２）から形成され、前記液状の脂
肪相の液滴の各々は水相ＡＰ１の液滴の少なくとも１つを含み、連続水相ＡＰ２と液状の
脂肪相の分散液滴との間で形成される界面に固体コロイド粒子Ｐ２が存在する水中油中水
型（Ｗ／Ｏ／Ｗ）二重エマルジョンを得るために、前記第五工程から得られた液体混合物
を機械的撹拌に供する第六工程；
　７）前記Ｗ／Ｏ／Ｗ二重エマルジョンを、脂肪相の固化をもたらし、各々が水相ＡＰ１
の液滴の少なくとも１つを含み水相ＡＰ２中に分散されている固体状の脂肪相の小球で形
成されるＷ／Ｏ／Ｗ二重エマルジョンを得るように、ＴＭより低い温度ＴＷ／Ｏ／Ｗにす
る第七工程；
　８）二重エマルジョンの水相ＡＰ２に、機械的に撹拌しながら、少なくとも１つの酸化
ケイ素前駆体および前記水相ＡＰ１およびＡＰ２のｐＨを４以下にする酸の少なくとも１
種の十分量を添加する第八工程；
　９）酸化ケイ素前駆体を加水分解させ、水相ＡＰの前記液滴の周囲に酸化ケイ素シェル
の形態で凝縮させて（エマルジョンの鉱化）、それによって期待の材料を得るために、Ｗ
／Ｏ／Ｗ三重エマルジョンを静置する第九工程；
　１０）前記材料を前記水相ＡＰ２から分離する第十工程。
【請求項１２】
　前記固体コロイド粒子Ｐ１およびＰ２が、ケイ素、チタン、ジルコニウムおよび鉄の酸
化物、ならびにそれらの塩から選択される、金属酸化物の粒子であるという点で特徴付け
られる、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　固体コロイド粒子Ｐ１およびＰ２の化学的性質が同一であり、かつ酸化ケイ素ナノ粒子
から選択されるという点で特徴付けられる、請求項１２に記載のプロセス。
【請求項１４】
　前記固体コロイド粒子Ｐ１の量が、前記水相ＡＰ１の総重量に対して、０．０１％～１
０重量％で変化するという点で特徴付けられる、請求項１１～１３のいずれか１項に記載
のプロセス。
【請求項１５】
　前記固体コロイド粒子Ｐ２の量が、前記Ｗ／Ｏエマルジョンの総重量に対して、０．０
１％～５重量％で変化するという点で特徴付けられる、請求項１１～１４のいずれか１項
に記載のプロセス。
【請求項１６】
　前記固体コロイド粒子Ｐ１およびＰ２が、それらの表面でのサーファクタント分子の吸
着によって官能化されるという点で特徴付けられる、請求項１１～１５のいずれか１項に
記載のプロセス。
【請求項１７】
　前記酸化ケイ素前駆体が、テトラメトキシオルトシラン、テトラエトキシオルトシラン
、ジメチルジエトキシシラン、（３－メルカプトプロピル）トリメトキシシラン、（３－
アミノプロピル）トリエトキシシラン、Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）ピロー
ル、３－（２，４－ジニトロフェニルアミノ）プロピルトリエトキシシラン、Ｎ－（２－
アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン
、メチルトリエトキシシランおよびそれらの混合物から選択されるシリコンアルコキシド
類であるという点で特徴付けられる、請求項１１～１６のいずれか１項に記載のプロセス
。
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【請求項１８】
　前記酸化ケイ素前駆体の量が、前記エマルジョンの分散相の小球、および前記エマルジ
ョンの水相ＡＰ１の液滴の表面積に対して、０．００５～４Ｍ／ｍ２にわたって変化する
という点で特徴付けられる、請求項１１～１７のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１９】
　前記少なくとも１種の親油性目的物質および前記少なくとも１種の親水性目的物質の熱
刺激および同時の放出のための、粉末形態、または溶媒中の分散物の形態を有する、請求
項１～１０のいずれか１項に記載の材料。
【請求項２０】
　前記親油性および親水性目的物質の放出が、材料の温度が放出温度（ＴＤ）（ＴＤ＞Ｔ

Ｍである）まで上昇する効果で、脂肪相を囲んでいるシェルの破裂、ならびに該脂肪相に
分散した水相ＡＰ１の液滴の各々を囲んでいるシリカシェルの各々の破裂をもたらす脂肪
相の熱膨張によって得られるという点で特徴付けられる、請求項１９に記載の材料。
【請求項２１】
　薬剤、化粧品または食品の調製のための成分としての、請求項１～１０のいずれか１項
に記載の材料の使用。
【請求項２２】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の少なくとも１つの材料を成分として含むという
点で特徴付けられる、薬剤、化粧品または食品。
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